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２月の開館日 

 

 

 

 

 

 

 

              昼休み 13:15～13:25 〇の日は昼休み、放課後 16:00～17:00ともに開館しています。 

月 火 水 木 金 

    １ 

 ⑤ ６  ８ 

 ⑫ 13  15 

18 19 20   

25 26 27   

 バレンタインにあわせて、お菓子作りの本のコーナーを第２図書室に作りました。 

レシピも置いてありますので、気に入ったら、お持ち帰りください。 

３年生の貸出しは、2月 20日（水）まで、最終返却日は、2月 27日（水）です。 

1、2年生の貸出しは、3月６日（水）まで、最終返却日は、３月 13日（水）です。 

１月の貸出し冊数は１年 261冊、２年 538冊、３年 265冊でした。（学級文庫、教科貸しも含む） 

 

「ぼくの守る星」 神田茜 集英社 

主人公の翔
かける

は中学 2年生。字の読み書きという、あたりまえのことに苦労しています。 

生きづらさを抱えながら、日々を過ごす翔と彼を取り巻く人々の悩みや、優しさを描き

出します。 

「みかづき」 森絵都 集英社 

 昭和 36 年。小学校用務員の大島吾郎は、放課後、勉強を教えていた児童の母親、赤

坂千明に誘われ、ともに学習塾を立ち上げます。女手ひとつで娘を育てる千明と結婚し、

家族になった吾郎。塾は順調に成長していきますが、予期せぬ波瀾がふたりを襲います。 

「ヒトラーと暮らした少年」 ジョン・ボイン あすなろ書房 

ドイツ人の父とフランス人の母との間に生まれた少年ピエロはパリで暮らしていました

が、相次いで両親を亡くします。そこでピエロは住み込みの家政婦をしている叔母に引

き取られます。叔母の仕事先はなんとヒトラーの山荘。心優しく、ユダヤ人の親友もい

たピエロはヒトラーに目をかけられ、次第に変貌していきます。 

「こども武士道」 斎藤孝 監修 日本図書センター 

 「武士道」は、今から 100年以上むかしの明治時代、新渡戸稲造が英語で書いた本で

す。はじめは外国の人に、日本を紹介するために書かれた「武士道」は、いまでは「ど

うすれば心を強くすることができるか？」を教えてくれる本として、世界中の人に愛さ

れています。 

 


